
鶴
岡
市
議
会

月
臨
時

10

会
が

日
、
開
か
れ
ま
し

27

た
。「

原
油
価
格
物
価
高
騰

対
策
」
関
連
の
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
１

億
５
６
１
５
万
７
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
７

６
２
億
７
６
０
３
万
８
千

円
と
し
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
保
護
者

す
べ
て
の
負
担
が
無
料

に
対
策
の
中
で
注
目
の
事

業
は
、
期
間
を
限
定
し
た

「
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
」
で
す
。

「
学
校
給
食
費
負
担
軽

減
給
付
金
」
で
、
令
和
４

年

月
か
ら
５
年
３
月
ま

11
で
の
５
か
月
間
、
学
校
給

食
費
の
全
額
を
徴
収
し
な

い
と
し
ま
し
た
。

第
３
子
は
既
に
無
償
化

し
、
要
保
護
・
準
要
保
護

は
無
償
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
保

護
者
の
負
担
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

県
立
及
び
市
外
に
通
っ

て
い
る
約

人
の
小
中
学

80

生
の
保
護
者
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

国
で
は
９
月
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
生
活
者
や
事
業
者
に
対

し
、
支
援
を
実
施
す
る
自

治
体
に
、
「
電
力
・
ガ
ス

・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
地
方
交
付
金
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
、
「
物
価
高
騰

に
よ
る
小
中
学
生
の
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
学
校
給
食
費
等
の
支

援
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

交
付
金
の
期
間
内
で
実
施

す
る
と
し
ま
し
た
。

給
食
費
は
学
校
へ
の
支

払
い
で
最
も
高
額

市
で
は
、
「
学
校
給
食

費
の
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
の
負
担
額
は
、
年
間
５

～
６
万
円
に
上
り
、
学
校

へ
の
支
払
い
の
中
で
最
も

高
額
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。物

価
高
騰
に
よ
る
経
済

的
負
担
が
大
き
い
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

５
ヶ
月
間
の
無
償
化

で
、
歳
入
で
は
給
食
費
が

１
億
７
９
６
１
万
１
千
円

減
収
と
な
り
、
県
立
と
市

外
の
小
中
の
負
担
軽
減
給

付
金
分
２
２
０
万
２
千
円

を
合
わ
せ
、
国
交
付
金
１

億
８
１
８
１
万
３
千
円
を

活
用
し
ま
す
。

新
政
ク
ラ
ブ
３
議
員
が

無
償
化
に
抵
抗

質
疑
で
は
４
議
員
が
行

い
ま
し
た
。

佐
藤
昌
哉
議
員
（
新
政
）

は
、
「
食
材
費
の
物
価
高

騰
で
、
な
ぜ
給
食
費
の
無

償
化
な
の
か
」、「
４
月
以

降
は
、
保
護
者
負
担
と
物

価
高
騰
を
勘
案
し
て
い
く

べ
き
だ
」、

秋
葉
雄
議
員
（
公
明
）

は
、
「
明
石
市
は
子
育
て

支
援
に
予
算
を
特
化
し
て

不
信
を
招
い
た
と
聞
い
て

い
る
。
国
が
か
じ
を
大
き

く
切
ら
な
い
中
で
、
市
当

局
は
大
変
だ
。
来
年
度
の

予
算
で
無
償
化
は
あ
る
の

か
」、

尾
形
昌
彦
議
員
（
新
政
）

は
、
「
無
償
化
が
決
ま
っ

た
経
緯
は
、
教
育
委
員
会

で
決
め
た
の
か
」
、「
半
額

支
援
と
か
、
第
２
子
な
ど

対
象
者
を
絞
る
考
え
は
な

か
っ
た
の
か
」
、「
財
政
の

裏
づ
け
が
あ
っ
て
の
一
時

的
な
も
の
と
確
認
し
た

い
」、

渋
谷
耕
一
議
員
（
新
政
）

は
、
「
無
償
化
が
次
の
展

開
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

い
。
唐
突
で
軽
々
だ
。
ど

ん
な
メ
ン
バ
ー
で
決
め
た

の
か
」
な
ど
と
質
し
ま
し

た
。「

学
校
給
食
費
の
無
償

化
」
は
皆
川
市
長
の
公
約

で
あ
り
、
新
政
ク
ラ
ブ
は

「
異
議
あ
り
」
と
し
た
い

と
こ
ろ
、
反
対
で
き
ず
、

抵
抗
の
姿
勢
を
示
し
た
質

疑
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
は
無
償
化
継

続
の
た
め
全
力

学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
は
、
保
護
者
か
ら
大

歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
も
「
義

務
教
育
無
償
化
の
原
則
」

に
立
ち
、無
償
化
を
要
求
。

４
月
以
降
も
「
完
全
無
償

化
の
継
続
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
市
民
と
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

交
通
・
児
童
福
祉
・
農

業
な
ど
に
支
援

他
の
「
原
油
価
格
物
価

高
騰
対
策
」
関
連
の
補
正

予
算
は
次
の
通
り
で
す

○
交
通
事
業
者
等
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
１
５
５

９
万
円

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

交
通
事
業
者
に
対
す
る
補

助
金
（
県
と
の
協
調
）
で
、

路
線
バ
ス

万
円
、
貸
切

10

バ
ス
５
万
円
、
タ
ク
シ
ー

２
・
５
万
円
。

運
転
代
行
事
業
者
に
対

す
る
市
単
独
補
助
金
は
１

・
５
万
円
。

○
児
童
福
祉
施
設
等
原
油

価
格
高
騰
対
策
事
業
２
５

４
５
万
円

民
間
保
育
所
等
（

～
20

万
円
）
、
及
び
放
課
後

80児
童
ク
ラ
ブ
（
５
万
円
）

の
光
熱
費
の
負
担
増
に
係

る
補
助
金
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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は
１
２
４
万
８
千
円
、
③
は

万
円
を

60

支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
は

人
に
支
給
さ
れ
た

45

こ
と
、
認
定
さ
れ
て
い
た
人
で
県
外
就

職
な
ど
で
支
給
を
受
け
な
か
っ
た
人
も

人
い
た
こ
と
等
、
答
弁
が
あ
り
ま
し

43た
。こ

う
し
た
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
求

め
て
き
た
者
と
し
て
、
県
の
取
り
組
み

を
評
価
し
て
い
ま
す
が
、本
来
は
国
が
、

高
等
教
育
の
学
費
を
当
面
半
分
以
下
に

下
げ
、
返
還
不
要
奨
学
金
を
必
要
と
す

る
す
べ
て
の
学
生
に
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
、
抜
本
的
に
拡
充
す
る
べ
き
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

令
和
３

年
度
決
算

審
査
で
10

月

日
、

27
県
内
に
就

職
し
た
若

者
へ
の
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
実
績

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
①
大
学
等
を
卒
業
後

に
県
内
に
就
職
し
た
人
で
、
出
身
市
町

村
に
就
職
、
②
同
じ
く
卒
業
後
に
、
こ

の
事
業
に
協
力
し
て
い
る
企
業
（
産
業
）

に
就
職
、
③
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
社
会
人
、

で
い
ず
れ
も
就
職
後
５
年
間
継
続
勤
務

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
最
大
で
①
②



日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
４
議
員
に
対
し
、
小
野

由
夫(

無
所
属)

、
黒
井
浩

之
（
公
明
）
、
佐
藤
麻
里

（
新
政
）
の
３
議
員
か
ら

日
、
政
倫
審
・
審
査
請

27求
が
出
さ
れ
、

日
受
理

28

さ
れ
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
発
行
す
る

「
新
つ
る
お
か
」
の
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
、
政
党

活
動
の
按
分
が
「
手
引
き

に
沿
わ
な
い
支
出
」
と
の

指
摘
を
受
け
て
か
ら
４
ヶ

月
に
わ
た
り
、
「
会
派
全

員
で
放
置
し
、
具
体
的
な

指
摘
を
受
け
て
初
め
て
対

処
を
行
っ
た
」、

「
国
会
議
員
、
県
会
議

員
の
名
前
・
連
絡
先
部
分

の
按
分
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
も
認
め
て
い
な
い
」

と
し
て
、

一
連
の
経
緯
は
「
市
民

か
ら
疑
念
を
も
た
れ
る
行

為
」
で
あ
る
と
し
て
の
審

査
請
求
で
す
。

議
会
事
務
局
の
指
導
の

下
、
監
査
指
摘
な
し

党
市
議
団
は
、
政
務
活

動
費
広
報
費
の
「
新
つ
る

お
か
」発
行
経
費
の
う
ち
、

政
党
活
動
分
を
按
分
し
、

業
者
へ
の
委
託
料
月
額
４

万
円
の
基
本
料
金
は
按
分

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

按
分
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
、
議
会
事
務
局
の
指

導
の
下
で
、
監
査
の
指
摘

や
市
民
か
ら
の
疑
問
も
一

切
な
く
、
歴
代
議
長
が
判

を
押
し
て
き
た
も
の
で

す
。成

果
品
と
会
計
資
料
は

全
て
公
開
し
て
き
ま
し

た
。５

月
か
ら
政
務
活
動
費

の
「
手
引
き
」
見
直
し
に

入
り
、
新
政
ク
ラ
ブ
が
独

自
に
共
産
党
市
議
団
の
公

開
資
料
を
調
査
分
析
し
、

６
月
に
不
十
分
さ
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
こ
の
間
、

他
市
議
会
の
例
や
判
例
を

参
考
に
、
党
中
央
の
指
導

の
も
と
に
按
分
の
見
直
し

を
検
討
し
、
月
額
４
万
円

の
基
本
料
金
も
按
分
し
、

そ
の
差
額
を
返
還
す
る
こ

と
を
９
月
、
公
表
し
ま
し

た
。「

見
出
し
下
の
国
会
議

員
、
県
議
会
議
員
の
名
前

・
連
絡
先
」
の
掲
載
部
分

は
、
市
民
の
生
活
相
談
、

市
政
要
求
を
実
現
す
る
上

で
活
用
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
政
務
活
動
費
と

の
合
理
的
理
由
が
あ
る
と

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
先
進
的
な
会

津
若
松
市
議
会
の
「
政
務

活
動
費
『
広
報
費
』
の
取

扱
基
準
」
に
お
い
て
は
、

「
政
党
活
動
と
み
な
さ
れ

る
記
事
」
に
つ
い
て
、「
政

党
の
支
持
又
は
不
支
持
に

関
す
る
事
項
」
「
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
又
は
そ

の
支
部
が
主
催
す
る
事
業

に
関
す
る
事
項
」
の
２
点

を
あ
げ
て
い
る
の
み
で

す
。

「
政
治
倫
理
に
反
す

る
」
攻
撃
は
不
当

今
回
の
政
倫
審
は
、
新

政
ク
ラ
ブ
の
「
ガ
ソ
リ
ン

代
私
的
流
用
」
が
問
題
に

さ
れ
、
「
や
ら
れ
た
ら
や

り
返
す
」手
法
で
「
報
復
」
。

「
あ
ら
探
し
」
を
し
、「
市

民
か
ら
疑
念
を
も
た
れ
る

も
の
」
と
、
架
空
の
想
定

で
発
動
し
た
も
の
で
す
。

こ
ん
な
や
り
方
を
議

会
に
持
ち
込
ん
だ
人
た

ち
こ
そ
、
政
治
倫
理
に

反
し
ま
す
。

議
員
の
名
誉
は
、
議

会
内
で
は
「
懲
罰
」
が
、

議
会
外
で
は
「
政
倫
審
」

の
決
定
が
最
も
重
く
、

発
動
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

見
直
し
に
か
か
っ
た

４
ヶ
月
間
を
「
放
置
し

た
」
と
決
め
つ
け
、「
名

前
・
連
絡
先
」
が
、
規

制
す
べ
き
「
政
党
活
動
」

と
一
方
的
に
判
断
し

て
、
議
会
多
数
の
力
で

攻
撃
す
る
や
り
方
は
、

民
主
主
義
に
反
し
ま

す
。「

新
つ
る
お
か
」
は

年
に
わ
た
っ
て
毎
週

46

発
行
し
、
政
務
活
動
費
の

６
割
～
７
割
を
広
報
費
に

充
て
、
市
民
に
還
元
し
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
員
個
人
が
発

行
す
る
議
会
報
告
等
は
、

政
務
活
動
費
の
請
求
は
行

わ
ず
、
自
己
資
金
で
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

「
政
治
倫
理
に
反
す
る
」

と
の
攻
撃
は
不
当
で
あ

り
、
議
員
と
会
派
の
名
誉

毀
損
に
あ
た
り
、
断
固
抗

議
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

図書館入札結果（ ）内は予定価格
10月27日入札分

・市立図書館自動火災報知設備機器更新工事（家中新町14番7号）(入札7業者)
荘内防災工業(株)鶴岡営業所 3,190,000円（3,290,000円）

工期～5/3/24（落札率96.96％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月28日入札分

・市公共下水道事業 汚水2Ｅ057号改良工事（大宝寺地内）（入札8業者うち5
業者辞退）
ユーワ(株) 7,300,000円（7,390,000円）工期～5/2/17（落札率98.78％）

10月25日入札分
・市公共下水道事業 汚水7号幹線ほか改築実施設計業務(宝町地内ほか）（入
札8業者うち1業者辞退、1業者失格(最低制限価格未満)）
新日本設計(株)庄内営業所 40,100,000円
（42,210,000円、最低制限価格31,308,000円）期間～5/3/29（落札率95.00％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・漏水修理等に伴う路面復旧工事(その4)（市全域地内）(入札4業者)
板垣建設(有) 8,900,000円（9,046,000円）工期～5/3/17（落札率98.39％）
・漏水修理等に伴う路面復旧工事(その3)（市全域地内）(入札4業者)
板垣建設(有) 8,850,000円（9,005,000円）工期～5/3/17（落札率98.28％）

鶴
岡
市
議
会
政
務
活
動

費
の
「
手
引
き
」
が
７
月

改
定
さ
れ
、
広
報
費
に
つ

い
て
、
政
党
活
動
や
選
挙

活
動
の
記
載
は
原
則
行
わ

な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

記
事
の
表
現
の
幅
が
狭

め
ら
れ
た
た
め
、
定
期
発

行
の
週
刊
「
新
つ
る
お
か
」

は
、
関
徹
県
議
と
市
議
団

の
「
自
費
発
行
」
に
変
え

ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
の
役
に

立
つ
紙
面
に
、
い
っ
そ
う

改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
面
か
ら
も
、
読
者

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

週
刊
「
新
つ
る
お
か
」
発
行
の
見
直
し
に
つ
い
て

２
０
２
２
年

月
６
日

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

11

（
１
面
の
つ
づ
き
）

○
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
４
１
５
７
万
１
千

円
肥
料
価
格
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
農
業
者

に
対
す
る
補
助
金
（
国
70

％
、
県

％
）
に
、
市
が

15

７
・
５
％
上
乗
せ
（
新
規

就
農
者

％
）。

15

○
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
２
９
３
４
万
４
千

円
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
畜

産
事
業
者
に
対
す
る
補
助

金
（
単
価×

当
羽
数
、
上

限
１
０
０
万
円
）。

○
農
業
水
利
施
設
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
１
２
０

０
万
円

土
地
改
良
区
の
農
業
水

利
施
設
の
４
月
～
９
月
の

電
気
料
金
の
、
前
年
同
期

と
比
較
し
た
単
価
上
昇
分

（
補
助
率
１
／
２
、
上
昇

率

％
上
限
）。

30
○
物
価
高
騰
対
策
中
小
企

業
等
生
産
設
備
等
導
入
支

援
事
業
３
０
０
０
万
円

中
小
企
業
者
等
に
対
す

る
物
価
高
騰
等
に
対
応
す

る
た
め
の
生
産
設
備
の
導

入
に
係
る
補
助
金
（
補
助

率
２
／
３
、
上
限
２
０
０

万
円
）。

市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の
所

得
証
明
等
の
手
数
料
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。


